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交通安全お願いします

　7月29日、交通量が多くなった国道253号儀明卜’

蒲生間で交通指導所を開設。街頭指導では、室

野保育園児が道往くドライバーに交通事故防止

を呼びかけていました。暑くても、雨が降って

もいつも安全速度で。油断は禁物です。
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越
後
蕃
毒
の
芸
禦

　
　
　
　
　
　
　
ズ
テ
キ
発
見
・
オ
U
プ
．
一
姿
セ
レ
モ
、
一
－
、

　　　圏　　麟園瀦

　
七
月
二
十
四
日
、
十
日
町
市
の
ク

ロ
ス
ー
0
大
ホ
ー
ル
に
お
い
て
「
越
後

妻
有
大
地
の
芸
術
祭
」
と
「
ス
テ
キ

発
見
」
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
里
創
プ
ラ
ン
の
主
要
イ
ベ
ン
ト
と

も
い
え
る
二
つ
の
事
業
の
開
会
式
と

あ
っ
て
、
地
域
住
民
や
県
、
市
町
村

職
員
な
ど
七
百
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
ま
ず
ス
テ
キ

発
見
を
分
か
り
や
す
く
説
明
し
よ
う

と
住
民
と
行
政
職
員
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
よ
る
寸
劇
が
全
五
幕
に
わ
た
っ
て

熱
演
さ
れ
ま
し
た
。
松
代
町
か
ら
も

柳
健
一
さ
ん
（
千
年
）
、
桜
沢
正
一
さ

ん
（
松
代
）
が
出
演
し
、
大
き
な
拍

手
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
ス
テ
キ
発
見
の
募
集
要

項
や
審
査
員
（
別
表
参
照
）
が
発
表

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
賞
品
提
供
に

つ
い
て
も
提
供
者
の
若
井
明
夫
さ
ん

（
松
代
）
な
ど
三
人
の
方
か
ら
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。
賞
品
提
供
に
つ
い
て

は
随
時
受
け
つ
け
て
い
ま
す
の
で
、

　
欄

　　認“．、妻

嵯　！鐸

噸

▲劇中、応募者としてま

　た被表彰者として熱演

　した柳健一さん

2

▲寸劇「ステキ発見」参加者の皆さん

お
も
し
ろ
そ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
十
日
町
広
域
事
務
組
合
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
セ
レ
モ
ニ
ー
の
最
後
は
、
里
創
プ

ラ
ン
を
提
唱
し
た
平
山
県
知
事
と
、

同
プ
ラ
ン
の
総
合
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
i

北
川
フ
ラ
ム
氏
、
N
H
K
日
曜
美
術

館
の
レ
ギ
ュ
ラ
ー
だ
っ
た
真
野
響
子

　
　
　
　
　
て
い
だ
ん

さ
ん
に
よ
る
鼎
談
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
北
川
氏
は
「
テ
ー
マ
は
大
自
然
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん

　　　　　　　難
　　　　　　　難
▲熱演する桜沢正一さ

そ
れ
を
住
民
参
加
で
築
こ
う
と
す
る

芸
術
祭
は
世
界
に
例
が
な
く
、
軌
道

に
乗
れ
ば
世
界
各
国
か
ら
著
名
な
芸

術
家
が
こ
の
地
域
を
訪
れ
ま
す
」
と

切
り
出
す
と
、
真
野
さ
ん
は
「
ま
る

で
、
国
づ
く
り
を
見
て
い
る
よ
う
で

ワ
ク
ワ
ク
し
ま
す
が
、
こ
の
計
画
を

理
解
す
る
ま
で
に
は
十
年
、
定
着
す

る
ま
で
に
は
三
十
年
か
か
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
」
と
終
始
論
議
を
リ
ー
ド

し
「
多
く
の
人
が
自
分
な
り
の
参
加

の
仕
方
を
見
つ
け
て
は
ど
う
で
し
ょ

う
か
」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　
平
山
知
事
は
「
こ
の
計
画
を
、
地

域
の
住
民
が
自
分
た
ち
の
地
域
づ
く

　　　　　釦隊’

▲てい談に参加した

　真野響子さん

り
と
考
え
て
自
分
な
り
に
参
加
で
き

る
か
ど
う
か
が
成
功
の
鍵
」
と
語
り
、

「
芸
術
家
や
写
真
家
が
地
域
を
た
び
た

び
訪
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
サ
ー
ビ

ス
過
剰
に
な
る
と
く
た
び
れ
る
、
も

て
な
し
上
手
に
な
っ
て
楽
し
み
な
が

ら
す
ば
ら
し
い
魅
力
を
創
り
あ
げ
て

ほ
し
い
」
と
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

写糞議薩蕪鐙罰灘轟譲　籔

「越後妻鷺勲職，㌔』、1

　　　　　スヂ羅発翻騨

r一年間の募集蘭嬌柵

【応募内容】十日町圏域（特に松

　代町）であなたがステキと感じ

　るものを写真と短い文章の両方

　で表現してください。（写真と俳

　句や短歌、料理写真と作ケ）方の

　紹介でOK）

【募集期間】平成10年8月1日～

　平成11年7月31日（必着）
【応募方法】

・ジュニア部門（15歳まで）

　写真（サービス判～キャビネ判

　まで）とコメント
・　一舟隻！音B　F弓

　写真（サービス判～キャビネ判

　まで）とコメント

・芸術部門

　写真（サイズは自由）とコメント

※写真はカラー、モノクロ不問

※未発表作品に限る

※応募点数は一人3点まで

※応募用紙に必要事項を明記し事

　務局に郵送してください。

【審査員】

阿部真理子（イラストレーター）

安斎　重男（写真家）

伊島　　薫（写真家）

大岡　　信（詩人）

北川フラム（アートプロデューサー）

中塚　大輔（クリエイティブ・ディレクター）

真野　響子（女優）
【賞】

グランプリ：1点／一般・ジュニ

ア・芸術各部門大賞：各1点／ジュ

ニア特別賞：1点／審査員特別賞：

数点／越後妻有6市町村賞：各1

点／協賛各社賞：数点

【応募・お問い合わせ先】

「「948－OO36

　十日町市大字北新田1番地10

　十日町地域広域事務組合

　　企画振興課内「越後妻有8

　　万人のステキ発見実行委員

　　会事務局」宛

　　　　　　圃0257－57－2637

　　　　　　圃　0257－57－2285



7月12日

参
議
院
議
員
通
常
選
挙

　
七
月
十
二
日
、
第
1
8
回
参
議
院
議

員
通
常
選
挙
が
町
内
二
十
四
ヶ
所
の

投
票
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
昨
年
の
公
職
選
挙
法
改
正
に
よ
り

投
票
時
間
は
二
時
間
延
長
、
不
在
者

投
票
制
度
も
改
善
（
投
票
時
間
の
延

長
・
事
由
の
緩
和
）
さ
れ
た
中
で
の

初
め
て
の
選
挙
で
す
。
ま
た
、
立
会

人
の
定
足
数
も
二
人
に
削
減
さ
れ
ま

し
た
。

　
松
代
町
の
投
票
率
は
、
新
潟
県
下

で
第
四
位
の
八
八
・
四
二
％
。
郡
内

で
は
最
高
、
上
越
地
域
で
も
三
和
村

に
次
ぐ
高
い
投
票
率
で
し
た
。

　
一
方
、
心
配
さ
れ
た
開
票
終
了
時

投
票
結
果

驚

▲開票作業は

　　　　役場第1会議室

間
も
開
票
立
会
人
や
作
業
関
係
者
の

努
力
と
今
回
か
ら
導
入
さ
れ
た
計
数

機
な
ど
に
よ
り
、
当
初
予
定
が
早
ま

り
、
午
後
十
一
時
に
選
挙
区
・
比
例

区
と
も
に
確
定
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
松
代
町
に
お
け
る
投
票
の

状
況
や
新
潟
選
挙
区
候
補
者
別
得
票

数
、
比
例
区
政
党
別
得
票
数
は
次
の

と
お
り
で
す
．

★
新
潟
県
選
出
議
員

　
　
　
　
　
選
挙
得
票
数

ま
じ
ま
一
男

田
中
な
お
き

お
お
ふ
ち
絹
子

ほ
し
の
行
男

い
が
ら
し
完
二

本
田
さ
と
し

目
黒
　
一
秋

一
一
八
八
票

一
〇
二
二
票

四
三
〇
票

二
三
八
票

二
〇
四
票

　
七
三
票

　
五
一
票

有権者数　3，758人

　（男1，812人　女1，946人）

投票者数　3，323人

（男1，595人　女1，728人）
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★
比
例
代
表
選
出
議
員

　
　
　
　
　
選
挙
得
票
数

自
由
民
主
党

公
明
自
由
党

社
会
民
主
党

日
本
共
産
党

民
主
党

新
社
会
党

自
由
連
合

ス
ポ
ー
ツ
平
和
党

新
党
さ
き
が
け

第
二
院
ク
ラ
ブ

女
性
党

青
年
自
由
党

維
新
政
党
・
新
風

一
五
七
三
票

三
一
二
票

三
〇
一
票

二
八
八
票

二
八
五
票

二
四
〇
票

　
二
六
票

　
二
四
票

　
　
一
六
票

　
　
一
五
票

　
　
一
一
票

　
　
一
〇
票

　
　
二
票

　
　
　
一
票
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昭
和
五
十
三
年
、
国
重
要
文
化

財
に
指
定
さ
れ
た
『
松
苧
神
社
』

は
ほ
く
ほ
く
線
ま
つ
だ
い
駅
か
ら

車
で
十
分
。
犬
伏
を
通
り
過
ぎ
、

山
麓
の
駐
車
場
か
ら
ゆ
っ
く
り
歩

い
て
、
約
二
十
分
ほ
ど
で
山
頂
に

到
着
し
ま
す
．

　
県
内
最
古
の
木
造
建
築
と
い
わ

れ
、
昭
和
五
十
七
年
に
は
新
潟
日

報
社
が
主
催
し
た
「
新
潟
県
景
勝

百
選
」
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
松
之
山
郷
六
十
六
ヶ
村
の
総
鎮

守
、
ま
た
権
現
様
と
も
呼
ば
れ
て

い
る
総
社
松
苧
神
社
は
大
同
二
年

（
西
暦
八
〇
七
年
）
坂
上
田
村
麻
呂

将
軍
に
よ
っ
て
創
建
さ
れ
、
明
応

六
年
（
一
四
九
七
年
）
仁
移
築
さ

れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
後
、
源
義
家
公
や
将
軍
足
利
義

尚
、
上
杉
謙
信
、
松
平
忠
輝
公
の

祈
願
所
と
も
な
り
ま
し
た
。

　
毎
年
、
五
月
八
日
と
八
月
十
八

日
に
は
祭
礼
が
行
わ
れ
ま
す
が
、

こ
の
日
を
含
め
て
誰
で
も
登
れ
ま

す
。
女
人
禁
制
は
昔
の
話
、
最
近

は
女
性
の
姿
も
見
か
け
ま
す
。

　
豪
雪
に
耐
え
て
五
百
年
、
鎧
武

者
や
供
侍
も
同
じ
道
を
登
り
ま
し

た
。
林
に
涼
み
汗
を
拭
き
、
彼
ら

は
何
を
考
え
て
い
た
の
で
し
ょ
う

か
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
見
続
け
て

い
た
松
苧
大
権
現
、
想
い
浮
か
べ

る
だ
け
で
重
厚
な
歴
史
の
ロ
マ
ン

が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　
登
山
コ
ー
ス
は
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な

犬
伏
コ
ー
ス
、
急
峻
な
菅
刈
コ
ー

ス
、
峰
づ
た
い
を
歩
く
苧
島
コ
ー

ス
の
三
通
り
が
あ
り
ま
す
。

　
俗
世
間
を
超
越
し
た
涼
風
と
、

は
る
か
な
歴
史
、
ご
家
族
連
れ
で

出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。
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ぐ
っ
て
…
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ま
つ
だ
い
駅
で

東
京
ま
で
の
切
符
買
え
ま
す

　
列
車
で
関
東
方
面
を
目
指
す
時
、

皆
さ
ん
は
ど
の
よ
う
に
し
て
お
ら
れ

ま
し
た
か
。
ま
つ
だ
い
駅
か
ら
越
後

湯
沢
ま
で
の
切
符
を
購
入
し
、
湯
沢

で
下
車
し
て
新
幹
線
切
符
を
購
入
す

る
の
が
一
般
的
で
し
た
。
ま
た
、
上

毛
高
原
ま
で
の
切
符
を
買
い
求
め
、

新
幹
線
に
乗
車
し
て
車
内
精
算
、
さ

ら
に
は
目
的
地
の
駅
の
精
算
所
を
利

用
す
る
等
の
方
法
が
あ
り
ま
し
た
。

「
ま
つ
だ
い
駅
で
東
京
ま
で
の
切
符

が
購
入
で
き
た
ら
…
」
と
い
う
声
に

応
え
、
こ
の
度
ふ
る
さ
と
会
館
の
『
お

み
や
げ
処
』
で
越
後
湯
沢
か
ら
東
京

ま
で
の
「
新
幹
線
自
由
席
特
急
券
」

の
回
数
券
を
販
売
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　
回
数
券
は
、
六
枚
一
組
で
価
格
は

次
の
と
お
り
で
す
。
な
お
、
希
望
者

に
は
一
枚
ず
つ
で
も
販
売
し
ま
す
。

東
京
ま
で
は
、
一
枚
当
た
り
三
八
○

円
、
一
冊
当
た
り
二
、
二
八
○
円
が

呼『

貸
～
、
’
ま

お
得
に
な
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
途
中
下
車
・
乗
車
区
間

や
指
定
席
へ
の
変
更
は
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
繁
忙
期
の
四
月
二
十
七
日
～

五
月
六
日
、
八
月
十
一
旧
～
二
十
日

十
二
月
二
十
八
日
～
一
月
六
日
は
、

回
数
券
の
ご
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
の

で
注
意
が
必
要
で
す
。

　
ま
つ
だ
い
駅
か
ら
東
京
ま
で
は
、

①
駅
の
自
動
券
売
機
で
八
四
〇
円

　
　
（
越
後
湯
沢
ま
で
の
乗
車
券
）

②
ふ
る
さ
と
会
館
お
み
や
げ
処
で
回

　
数
券
五
、
六
〇
〇
円

　
（
東
京
ま
で
の
新
幹
線

　
　
　
自
由
席
特
急
回
数
券
一
枚
）

　
合
計
六
、
四
四
〇
円
で
安
心
し
て

東
京
ま
で
行
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
の
回
数
券
の
販
売
所
・
問
い
合

わ
せ
は
『
ふ
る
さ
と
会
館
お
み
や
げ

処
』
（
僧
七
－
三
九
一
二
）
ま
で
。
午

前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
年
中
無

休
で
営
業
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
，
：
：
－
…
－
…
：
」
　
て
処

33，600円（5，600円）

32，340円（5，3go円）

30，480円（5，080円）

ヨ

i北越急行の自動券売機
し

i　JR・ほくほく線とも
ヨ

iご利用になれます。
L＿一＿＿＿甲＿＿甲一一＿一曹＿曹＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿一＿＿甲＿＿響一一

お得で便利
　　　　
新幹線自由席

特急回数券
　　　　　／
・6枚つづり　3ヶ月間有効

　（）内は1枚当り価格

▼駅からふるさと会館に入って

　すぐ左側にある「おみやげ処

　ふるさと」で回数券を販売。

縄
文
の
歴
史
を
拾
う

病
気
や
ケ
ガ
で
障
害
者
に
な
っ
た
ら
…

　
障
害
基
礎
年
金
は
、
病
気
や
け
が

で
障
害
者
に
な
っ
た
と
き
受
け
る
こ

と
の
で
き
る
年
金
で
す
。

　
支
給
を
受
け
る
た
め
に
は
、
加
入

期
間
の
う
ち
保
険
料
を
三
分
の
二
以

上
納
め
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
（
免

除
期
間
を
含
み
ま
す
。
）

　
な
お
、
平
成
1
8
年
3
月
3
1
日
以
前

に
初
診
日
が
あ
る
場
合
、
初
診
日
前

の
一
年
間
に
保
険
料
の
滞
納
が
な
け

れ
ば
よ
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
二
十
歳
前
に
一
級
か
二
級

障害基礎年金の一

　年金額

▲太平字向原の遺跡確認調査

　出土した縄文土器や道具は予想を上回る2000

点以上を確認、縄文後期前葉3500年～4000年前

の生活跡と推定されるとのこと。

　詳しくは調査報告後にお知らせします。

1級障害

　99万9，400円
2級障害

　79万9，500円

の
障
害
と
な
っ
た
人
は
、
二
十
歳
に

な
っ
た
と
き
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。
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児童扶養手当が

　　　改正されました

・所得制限限度額の見直し

・支給対象児童の範囲が拡大

平成10年8月1日から

　
父
母
の
離
婚
な
ど
に
よ
る
母
子
家

庭
等
の
生
活
の
安
定
を
図
り
、
自
立

を
促
進
す
る
た
め
に
支
給
さ
れ
る
児

童
扶
養
手
当
が
平
成
十
年
八
月
一
日

か
ら
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
は
、

①
所
得
制
限
限
度
額
の
見
直
し

　
所
得
制
限
限
度
額
が
引
き
下
げ
ら

れ
ま
す
。
現
在
、
児
童
扶
養
手
当
の

受
給
資
格
の
認
定
を
受
け
て
い
る
方

は
、
所
得
制
限
に
該
当
す
る
場
合
で

も
現
況
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
期
間
は
、
毎
年
八
月
十
一
日
か

ら
九
月
十
日
ま
で
で
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
か
ら
児
童
扶
養
手
当

の
受
給
資
格
の
認
定
を
受
け
る
方
は

児
童
扶
養
手
当
の
認
定
の
請
求
は
、

支
給
要
件
に
該
当
し
て
か
ら
五
年
を

経
過
し
た
場
合
に
は
請
求
す
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
現
在

所
得
制
限
に
該
当
す
る
場
合
で
も
、

受
給
資
格
の
認
定
請
求
の
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

②
支
給
対
象
児
童
の
範
囲
が
拡
大

　
未
婚
の
母
子
の
方
で
、
児
童
が
父

に
認
知
さ
れ
た
場
合
も
引
き
続
き
手

当
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
、
松
代
町
役
場
住
民
課

戸
籍
住
民
係
ま
で
盈
七
ー
二
ニ
ニ
O

チ
ャ
リ
テ
ィ
人
ザ
ー
収
益
金
を
寄
付

　
七
月
二
十
七
日
、
松
代
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
（
関
谷
八
郎
会
長
）
は
、

七
月
二
十
日
の
観
音
祭
で
同
ク
ラ
ブ

が
開
催
し
た
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
の

収
益
金
八
八
、
六
〇
〇
円
を
、
社
会

福
祉
の
た
め
に
と
町
社
会
福
祉
協
議

会
に
寄
付
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
バ
ザ
ー
は
各
家
庭
の
タ
ン
ス

で
眠
っ
て
い
る
贈
答
品
な
ど
を
当
日

集
め
て
販
売
す
る
も
の
で
す
が
、
寄

贈
し
て
い
た
だ
く
方
、
当
日
の
利
用

者
双
方
に
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

　
友
愛
と
奉
仕
の
旗
の
も
と
に
奮
闘

、
、
灘

〉
品
質
・
品
数
と
も
に
好
評
な

　
　
　
ハ

　
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
は

　
2
0
日
午
後
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

を
続
け
る
松
代
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

の
益
々
の
ご
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

ボランティアと

　様々な分野でボランティア活動

が活発になっています。このボラ

ンティアという言葉、日本語では

「無料奉仕・慈善」というイメージ

が強いのですが、英語では「志願

者・自分から進んでやる」という

意味でよく使います。語源は「自

由意志」の意味のラテン語「ボラ

ンタス」。言い方としては

　“Who　is　volunteer？”

「誰かやる人はいませんか？」

　自主的に、自分の特技や個性を

発揮し、社会に貢献しようとする

もので、責任が伴うからこそ、充

実感や感動が大きい…。

　そんなことがボランティアの醍

醐味なのかもしれません。

　
　
　
　
　
　
　
会

　
　
　
館

響
舗
倣

　
　
　
彌
者
ポ

　
　
　
田
齢
ス

　
　
　
日
高

　
　
　
1
7
回

　
　
　
■
月
3

　
　
　
　
フ
ほ
　
　

　
　
　
　
　
第

松代A優勝

　
原
付
免
許
を
取
得
す
る
た
め
に
は

学
科
試
験
の
ほ
か
に
公
安
委
員
会
の

委
託
を
受
け
交
通
安
全
協
会
が
実
施

す
る
「
原
付
講
習
」
を
受
講
し
な
い

と
免
許
証
の
交
付
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
．

　
東
頸
城
郡
交
通
安
全
協
会
で
は
、

毎
月
一
回
、
第
三
土
曜
日
の
午
後
に

「
原
付
講
習
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
（
十

二
月
～
三
月
は
降
積
雪
の
た
め
休
止
）

受
講
希
望
者
は
、
そ
の
月
の
第
二
金

曜
日
ま
で
に
次
の
必
要
書
類
等
を
添

え
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
手
続
き
に
必
要
な
も
の

①
本
人
の
本
籍
記
載
の
あ
る
住
民
票

②
免
許
用
写
真
（
六
ケ
月
以
内
に
撮

　
影
し
た
運
転
免
許
用
写
真
）

③
新
潟
県
収
入
証
紙
三
、
九
〇
〇
円

　
（
銀
行
で
お
買
い
求
め
、
申
し
込
み

　
当
日
持
参
）
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ハ
ガ
キ
「
町
長
へ

Q
　
「
路
傍
の
歴
史
・
発
掘
」
は
昨

年
か
ら
施
工
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

が
継
続
し
て
お
願
い
し
ま
す
。
今
年

は
説
明
の
立
て
札
を
心
配
し
て
…
。

A
　
昨
年
は
大
字
松
代
地
内
に
標
柱

を
八
ケ
所
設
置
し
、
皆
さ
ん
に
喜
ん

で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
年
は
、
こ

の
標
柱
に
写
真
を
添
え
た
説
明
文
を

の
便
り
」

つ
け
ま
し
た
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
今
年
度
は
次
の
よ
う
に
計

画
し
て
い
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
ま
た
、
説
明
文
や
場
所

な
ど
に
つ
い
て
ご
意
見
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
役
場
企
画
振
興
課
地
域
振
興

係
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
盈
七
－
二
二
二
〇
（
内
線
四
一
）

平
成
1
0
年
度
設
置

　
標
柱
名
（
設
置
場
所
）

①
松
代
大
新
田
跡

　
　
（
松
代
・
ふ
る
さ
と
会
館
前
）

②
前
島
新
田
跡

　
　
　
　
（
松
代
・
土
木
分
所
前
）

校

　
　
　
　
中

　
　
　
　
　

　
　
　
　
木

　
七
月
二
十
三
日
、
松
代
中
学
校
へ

待
望
の
語
学
指
導
助
手
（
A
L
T
）

リ
ン
チ
・
ロ
ー
レ
イ
ン
・
ベ
ロ
ニ
カ

さ
ん
が
赴
任
さ
れ
ま
し
た
。

》
ロ
ー
レ
イ
ン
さ
ん

alne
・ronlca
n
L

y」

　
ロ
ー
レ
イ
ン
さ
ん
は
二
十
五
歳
で

独
身
。
七
月
二
十
日
、
英
国
の
西
の

島
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
か
ら
来
日
さ
れ
、

東
京
で
三
日
間
の
研
修
を
終
え
て
二

十
三
日
お
昼
過
ぎ
、
松
代
町
に
無
事

到
着
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
文
部
省
の
外
国
青
年
招
致

事
業
で
実
現
し
た
も
の
で
、
昨
年
度

は
、
二
十
七
ケ
国
か
ら
五
三
一
二
人

の
方
が
参
加
。
全
国
各
地
の
地
方
公

共
団
体
に
配
置
さ
れ
、
国
際
交
流
員

や
ス
ポ
ー
ツ
の
国
際
交
流
、
今
回
の

よ
う
な
外
国
語
指
導
助
手
と
し
て
各

ベ
ロ
ニ
カ
さ
ん

地
で
元
気
に
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
ロ
ー
レ
イ
ン
さ
ん
は
英
語
に
関
す

る
意
欲
と
関
心
を
育
て
、
異
文
化
理

解
教
育
の
発
展
な
ど
の
た
め
に
松
代

中
学
校
へ
勤
務
し
ま
す
が
、
一
週
間

に
一
度
、
小
学
生
段
階
か
ら
の
国
際

理
解
教
育
の
発
展
の
た
め
に
各
小
学

校
を
順
番
に
訪
問
し
ま
す
。
ま
た
、

公
民
館
で
は
ロ
ー
レ
イ
ン
さ
ん
を
講

師
に
英
会
話
教
室
の
計
画
も
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
　
ロ
ー
レ
イ
ン
さ
ん
の
趣
味
は
、
音

楽
を
聴
く
こ
と
と
散
歩
や
ハ
イ
キ
ン

③
旧
柏
崎
・
善
光
寺
道

　
　
（
松
代
・
く
ろ
え
ん
さ
ん
脇
）

④
南
口
庚
申
塚

　
　
（
松
代
・
か
つ
べ
え
さ
ん
脇
）

⑤
文
化
庁
指
定
　
日
本
古
道
百
選

「
右
つ
ま
り
み
ち
　
左
松
苧
山
道
」

　
　
　
　
　
　
　
　
（
菅
刈
地
内
）

　
　
　
　
　
　
、▲昨年度設置した標柱に

　説明文をつけました。

　　　　　　　（下部）

　一度ご覧ください。

グ
な
ど
。
最
近
は
ギ
タ
ー
の
練
習
に

も
凝
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
食
べ
物

に
好
き
嫌
い
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
梅

ぼ
し
や
納
豆
は
ま
だ
食
べ
た
こ
と
が

な
い
と
の
こ
と
。
松
代
町
の
第
一
印

象
は
「
逢
う
人
の
優
し
さ
」
と
「
暑

く
て
湿
気
が
多
い
」
と
い
う
こ
と
。

故
郷
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
は
雨
は
多
い

が
湿
度
は
低
く
、
夏
や
冬
に
は
海
の

方
か
ら
霧
が
押
し
寄
せ
る
。
で
も
、

霧
は
松
代
の
方
が
多
い
気
が
す
る
と

語
っ
て
い
ま
し
た
。

　
二
学
期
が
楽
し
み
で
す
が
、
祭
り

や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
積
極
的
に
参
加

し
町
の
こ
と
を
知
り
た
い
と
も
語
っ

て
い
ま
し
た
。
ど
こ
か
で
お
合
い
し

た
ら
、
笑
顔
で
優
し
く
声
を
か
け
て

あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

漣屠

長期間

　家を空けるときは

　　　　　戸外へ

　
室
内
で
の
観
葉
植
物
栽
培
や
、
ベ

ラ
ン
ダ
を
利
用
し
た
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ

な
ど
、
生
活
に
緑
を
取
り
入
れ
る
人

か
増
え
て
い
ま
す
。

　
け
れ
ど
、
困
る
の
は
旅
行
な
ど
で

留
守
に
す
る
間
の
世
話
。
特
に
夏
場

は
、
長
期
間
水
を
与
え
な
い
と
、
枯

ら
せ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
夏
の
盛
り
、
鉢
物
を
閉
め
切
っ
た

室
内
に
閉
じ
込
め
た
ま
ま
出
か
け
る

の
は
要
注
意
。
室
内
の
温
度
は
日
中

で
四
〇
度
を
越
え
る
こ
と
も
あ
り
、

た
い
て
い
の
植
物
は
弱
っ
て
し
ま
い

ま
す
。

　
家
を
長
く
開
け
る
時
は
、
必
ず
戸

外
の
風
通
し
の
い
い
日
陰
に
出
し
ま

す
。
日
陰
が
少
な
い
ベ
ラ
ン
ダ
な
ど

に
置
く
場
合
は
、
ヨ
シ
ズ
や
寒
冷
紗

　
　
　
　
　
さ
え
ぎ

で
日
差
し
を
遮
り
ま
す
。
そ
の
際
、

風
で
倒
れ
た
り
し
な
い
よ
う
に
置
き

方
を
工
夫
す
る
必
要
も
あ
り
ま
す
。

　
短
い
旅
行
な
ら
、
前
日
や
当
日
の

朝
に
た
っ
ぷ
り
と
水
を
や
れ
ば
、
真

夏
で
も
二
日
は
大
丈
夫
で
す
。
三
～
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ド

　
　
　
　
・
ド
D
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

　
　
　
　
　
　
騰
蝉
　
　
　
e
s

　
幻
想
や
見
せ
か
け
と
い
う
過
ち
を

せ
ず
に
、
偽
り
な
く
「
最
善
を
尽
く

し
ま
し
た
」
と
い
う
こ
と
か
で
き
る

の
は
、
人
生
の
中
で
そ
う
め
っ
た
に

な
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
私
た
ち
は
、
し
ば
し
ば
こ
ん
な
ふ

う
に
言
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
た

い
て
い
は
失
敗
に
対
し
て
感
じ
て
い

る
罪
を
な
だ
め
る
た
め
の
言
葉
な
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
す
な
わ
ち

そ
れ
は
、
自
分
た
ち
の
期
待
の
み
な

ら
ず
、
他
の
人
た
ち
の
期
待
に
応
え

ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
で
感
じ
る
気
ま

ず
さ
な
の
で
す
。
個
人
の
業
績
が
、

よ
り
大
き
な
集
団
精
神
と
同
等
と
み

な
さ
れ
る
こ
こ
日
本
で
は
、
特
に
こ

の
こ
と
は
事
実
だ
と
思
い
ま
す
。

　
先
月
の
橋
本
総
理
大
臣
の
辞
職
に

関
し
て
の
私
の
考
察
、
特
に
「
最
善

を
尽
く
し
ま
し
た
」
と
い
う
言
葉
が

い
か
に
し
て
用
い
ら
れ
た
か
と
い
う

背
景
に
基
づ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

　
選
挙
の
結
果
が
出
た
後
、
橋
本
前

総
理
は
「
最
善
を
尽
く
し
ま
し
た
」

と
言
い
ま
し
た
が
、
日
本
の
経
済
状

況
の
す
べ
て
の
政
治
責
任
は
「
私
に

あ
り
ま
す
」
と
答
え
ま
し
た
。
ア
ジ

ア
の
経
済
危
機
と
い
っ
た
対
外
的
な

問
題
や
、
国
内
で
は
銀
行
の
巨
額
の

不
良
債
権
の
損
失
補
填
問
題
な
ど
、

彼
の
統
制
の
域
を
越
え
て
し
ま
っ
て

い
る
よ
う
な
状
況
で
は
、
明
ら
か
に

こ
の
答
え
は
全
く
と
い
っ
て
い
い
ほ

ど
当
て
は
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
自
民
党
の
完
全
無
欠
を

保
つ
た
め
に
、
橋
本
前
総
理
は
す
べ

て
自
分
の
誤
り
で
あ
る
と
述
べ
た
も

の
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
彼
は
自
ら

自
分
の
政
治
家
と
し
て
の
経
歴
を
犠

牲
に
し
た
の
で
す
。
私
は
こ
の
姿
勢

を
心
か
ら
賞
賛
す
る
と
同
時
に
、
私

の
国
と
は
全
く
異
な
る
も
の
だ
と
思

い
ま
し
た
。

　
カ
ナ
ダ
で
は
、
伝
統
的
に
政
治
家

は
決
し
て
い
か
な
る
こ
と
に
対
し
て

も
、
個
人
で
責
任
を
負
う
こ
と
は
し

ま
せ
ん
。
．
、
H
、
．
「
私
は
…
」
と
い
う
言

葉
は
決
し
て
用
い
ず
に
、
む
し
ろ
、

．
．
≦
Φ
、
、
「
我
々
は
」
と
か
、
．
．
跨
①

℃
巽
蔓
、
、
「
党
と
し
て
は
…
」
あ
る
い

は
．
．
跨
Φ
讐
く
R
B
①
導
、
．
「
政
府
は
…
」

と
い
う
言
い
方
を
し
ま
す
。
決
し
て

個
人
が
責
任
を
負
う
と
い
う
こ
と
は

な
い
の
で
す
．

「
私
は
最
善
を
尽
く
し
ま
し
た
」
と

い
う
こ
と
は
、
失
敗
を
認
め
て
い
る

こ
と
に
な
り
ま
す
し
、
責
任
を
と
る

と
い
う
こ
と
も
意
味
し
ま
す
。
個
人

で
責
任
を
と
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
進

ん
で
す
べ
て
を
犠
牲
に
し
、
自
分
の

欠
点
や
失
敗
を
認
め
、
そ
れ
を
す
べ

て
の
人
に
示
さ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で

す
。
こ
う
い
う
姿
勢
は
、
カ
ナ
ダ
の

政
治
家
に
は
め
っ
た
に
で
き
な
い
こ

と
で
す
。

　
橋
本
前
総
理
は
失
敗
し
ま
し
た
が

自
分
の
失
敗
に
対
す
る
責
任
を
と
り

自
ら
進
ん
で
報
い
を
受
け
た
の
で
す
。

彼
は
、
私
た
ち
に
「
最
善
を
尽
く
し

ま
し
た
」
と
言
い
ま
し
た
。
本
当
に

最
善
を
尽
く
し
た
の
か
も
し
れ
な
い

し
、
尽
く
さ
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
彼
が
本
当
に
言

お
う
と
し
た
の
は
「
日
本
国
民
の
期

待
に
応
え
ら
れ
ず
に
、
誠
に
申
し
訳

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
」
と
い
う
こ
と

だ
っ
た
の
で
す
．

　
私
自
身
は
、
彼
の
勇
気
と
誠
実
な

態
度
を
讃
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
↓
⊥

　
マ
ッ
ト
さ
ん
が
書
い
た
英
語
の
原

稿
が
欲
し
い
方
は
、
広
報
係
で
保
管

し
て
い
ま
す
の
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

　　しょうとうえん
希望の里松涛園

職員募集◆／

　社会福祉法人松涛会（大熊次

夫理事長、松之山町浦田）では

平成11年6月1日以降に採用を

予定している職員の募集を次の

とおり行います。

【募集職種及び人員】

①看護婦（士）　10名（正看護

　婦及び准看護婦）20歳～50歳

②理学療法士　1名（国家資格

　を有するもの）　20歳～50歳

③作業療法士　1名（国家資格

　を有するもの）　20歳～50歳

④介護職員　10名　18歳～40歳

⑤〃パート　20名18歳～40歳

⑥厨房職員　5名　18歳～50歳

以上、各職種とも通勤可能な方

【試験等】

面接によ｝）採用を決定します。

【応募の方法】

　上越・安塚・十日町のハロー

ワークに求人広告が出ています

ので、松涛園に勤めたい旨を担

当に話していただければ詳しく

教えていただけます。

　受付期間は特に定めてあン）ま

せんが、応募者がある程度まと

まった段階で随時面接を実施し

ますので、早めに応募願います。

【問い合わせ先】

松之山町浦田2796－1浦田克雪

センター内　松涛園建設準備室

　　　　　　盈02559－6－2512

四
日
留
守
に
す
る
と
き
は
、
鉢
受
け

（
ト
レ
イ
）
に
水
を
張
り
、
そ
の
中
に

鉢
を
置
き
ま
し
ょ
う
。
さ
ら
に
、
土

の
表
面
を
水
ゴ
ケ
や
腐
葉
土
な
ど
で

覆
っ
て
水
を
含
ま
せ
て
お
け
ば
乾
燥

し
ま
せ
ん
。
五
日
以
上
の
留
守
に
は
、

ふ
ち
の
高
い
プ
ラ
ン
タ
ー
な
ど
に
鉢

を
入
れ
、
鉢
の
三
分
の
一
か
ら
四
分

の
一
く
ら
い
が
浸
る
程
度
の
水
を
張

り
ま
す
。
補
水
用
と
し
て
、
プ
ラ
ン

タ
ー
の
中
に
水
を
い
っ
ぱ
い
に
入
れ

た
ビ
ン
を
逆
さ
ま
に
立
て
て
固
定
し

て
置
け
ば
、
一
週
間
く
ら
い
持
ち
ま

す
。　
も
う
一
つ
、
鉢
よ
り
高
い
場
所
に

置
い
た
バ
ケ
ツ
か
ら
、
中
に
包
帯
を

通
し
た
ビ
ニ
ー
ル
チ
ュ
ー
ブ
を
た
ら

し
、
毛
細
管
現
象
を
利
用
し
て
水
を

送
る
方
法
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
場
合

は
、
何
日
く
ら
い
も
つ
か
、
留
守
に

す
る
前
に
あ
ら
か
じ
め
試
し
て
お
く

こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

．
し
↓
ニ
チ
，

　
　
　
恐
甲

　
　
　
句

　
自
動
濯
水
装
置
は
、
園
芸
用
品
の

お
店
で
市
販
さ
れ
て
い
ま
す
。
留
守

が
ち
の
お
宅
は
そ
う
し
た
も
の
を
利

用
し
て
も
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
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（
も
し
も
、
意
識
が
な
か
っ
た
ら
ξ
）

覚
え
て
お
き
た
い

心
肺
蘇
生
法

　
人
が
倒
れ
て
い
た
ら
、
近
づ
い
て

肩
を
軽
く
た
た
き
な
が
ら
名
前
を
呼

ん
だ
り
、
「
も
し
も
し
」
な
ど
と
呼
び

か
け
た
り
し
て
み
ま
す
。
反
応
が
な

■
気
道
を
確
保
す
る

　
人
は
意
識
が
な
く
な
る
と
、
の
ど

に
舌
の
根
本
が
落
ち
込
ん
だ
り
、
吐

い
た
も
の
な
ど
が
詰
ま
っ
た
り
し
て

呼
吸
が
で
き
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
ま
ず
最
初
は
「
気
道
確
保
」

呼
吸
し
や
す
く
す
る
こ
と
が
肝
要
で

す
。
そ
の
際
、
必
ず
口
の
中
を
見
て

何
か
異
物
が
な
い
か
確
か
め
ま
す
。

　　　　　　　　口

）・一∵堀力開
幅　　　　け
　　　　　　　，る

　　　　虚に
　　　　　　，、は
　　　　　　　　　、

〔図1〕

指
を
交
差
さ

　
せ
て
、
親

　
指
を
上
の

　
歯
に
、
人

　
差
し
指
を

　
下
の
歯
に

　
当
て
て
開

　
き
ま
す
．

　
（
図
1
を

　
参
照
）

け
れ
ば
、
救
急
車
を
手
配
す
る
と
と

も
に
、
救
急
隊
が
．
到
着
す
る
ま
で
そ

の
場
に
い
る
人
た
ち
で
協
力
し
て
『
応

急
手
当
』
を
行
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
’
　
　
　
　
．
’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
　
　
　
　
／
　
　
1
／

　
　
　
　
　
　
！

　
　
　
　
　
　
／

／
（

〔図㌧

　
　
　
　
〃

7
総
、
、
漏
ノ

箱
慣
載
．
題

　　黙穿

　
口
の
中
に
分
泌
物
や
異
物
が
あ
っ

た
ら
、
顔
を
横
に
向
け
て
拭
い
た
り

掻
き
出
し
た
り
し
ま
す
。
口
の
中
を

き
れ
い
に
し
た
ら
気
道
確
保
で
す
。

　
ま
ず
、
患
者
を
仰
向
け
に
寝
か
せ

人
差
し
指
と
中
指
を
あ
ご
の
先
に
当

て
、
も
う
片
方
の
手
で
額
に
も
っ
て

い
き
ま
す
。
あ
ご
の
先
を
持
ち
上
げ

る
よ
う
に
し
な
が
ら
額
を
静
か
に
後

ろ
に
押
し
下
げ
、
頭
を
後
ろ
に
反
ら

せ
ま
す
。
　
　
　
　
　
（
図
H
参
照
）

■
呼
吸
を

　
　
　
　
確
認
す
る

　
気
道
を
確
保
し
た
ま
ま
、
患
者
の

口
と
鼻
の
先
に
自
分
の
頬
を
近
づ
け

て
そ
の
人
の
息
を
感
じ
と
り
ま
す
。

一
方
、
顔
を
胸
の
方
に
向
け
、
胸
や

お
な
か
が
動
い
て
い
る
か
ど
う
か
を

目
で
確
か
め
ま
す
。
気
道
確
保
し
て

呼
吸
が
認
め
ら
れ
た
ら
、
下
あ
ご
を

突
き
出
す
形
で
体
を
横
向
き
に
し
、

引
き
続
き
患
者
の
観
察
を
続
け
な
が

ら
救
急
車
の
到
着
を
待
ち
ま
す
。

■
呼
吸
が

　
　
止
ま
っ
て
い
た
ら

　
呼
吸
を
し
て
い
な
い
と
感
じ
た
ら

素
早
く
人
工
呼
吸
を
始
め
ま
す
。

　
気
道
を
確
保
し
、
額
を
押
さ
え
て

い
た
手
の
親
指
と
人
差
し
指
で
鼻
を

つ
ま
み
ま
す
。

　
大
き
く
口
を
開
け
て
空
気
を
吸
い

込
み
、
そ
の
ま
ま
患
者
の
口
を
覆
っ

て
、
一
・
五
～
二
秒
か
け
て
胸
が
膨

ら
む
ま
で
息
を
吹
き
込
み
ま
す
。

　
吹
き
込
み
終
っ
た
ら
口
と
ふ
さ
い

だ
鼻
を
離
し
、
患
者
の
胸
と
お
な
か

の
動
き
を
観
察
し
ま
す
。
こ
の
時
、

自
分
の
頬
を
患
者
の
口
に
近
づ
け
て

　
税
関
で
は
、
終
戦
後

の
混
乱
期
に
戦
地
か
ら

引
き
揚
げ
て
来
ら
れ
た

方
々
が
、
当
時
、
国
内

に
持
ち
込
む
こ
と
が
で

き
な
く
て
税
関
な
ど
に

預
け
た
通
貨
や
証
券
な

ど
を
お
返
し
し
て
い
ま

す
。　
こ
れ
は
、
昭
和
二
十

八
年
か
ら
実
施
さ
れ
て

い
る
も
の
で
、
お
心
当

た
り
の
方
は
お
気
軽
に

税
関
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
．

　
お
返
し
す
る
通
貨
等
は
次
の
も
の

で
す
。

●
終
戦
後
、
外
地
か
ら
引
き
揚
げ
て

　
来
ら
れ
た
方
々
が
、
上
陸
地
の
税

　
関
・
海
運
局
に
預
け
た
通
貨
・
証

　
券
な
ど
．

●
外
地
の
集
結
地
に
お
い
て
、
総
領

　
事
館
な
ど
に
預
け
た
証
券
な
ど
の

　
う
ち
、
そ
の
後
、
日
本
に
返
還
さ

　
れ
た
も
の
。

　
こ
れ
ら
の
手
続
き
は
本
人
だ
け
で

な
く
、
家
族
の
方
々
も
問
い
合
わ
せ

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
実

際
に
預
け
た
か
ど
う
か
不
明
の
場
合

で
も
調
査
で
き
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
．
上
陸
港
が
新
潟
以
外
の
方

で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

〒
九
五
〇
1
0
0
七
二

　
新
潟
市
竜
が
島
一
－
五
－
四

　
　
新
潟
港
湾
合
同
庁
舎
内

　
新
潟
税
関
支
署
統
括
監
視
官
部
門

　
圃
〇
二
五
－
二
四
四
－
九
三
一
四

　
　
　
　
　
（
土
・
日
曜
を
除
く
）

夏
休
み

　
親
子
電
気
教
室

《8月21Eヨ徐〉　10：0（：レ》17：00》

■料理実習
「親子で簡単ピザパーティ」

■施設見学「奥清津発電所」

《場所》十日町市宮田町1－5
　東北電力　十日町営業所
　お客様センター

《参加費》お一人500円
《定員》18名　エプロン持参

《申込先》　　盈Q257－52－3107
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出
て
く
る
息
を
感
じ
と
り
、
ま
た
胸

が
沈
ん
で
い
く
の
を
見
ま
す
。
こ
れ

で
人
工
呼
吸
が
効
果
的
に
行
わ
れ
て

い
る
か
ど
う
か
が
分
か
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
図
m
参
照
）

　
人
工
呼
吸
は
成
人
の
場
合
、
五
秒

に
一
回
の
割
合
で
行
い
ま
す
。

〔図皿〕

■
脈
が
な
か
っ
た
ら
…

　
心
臓
が
動
い
て
い
る
か
ど
う
か
は

頸
動
脈
に
指
で
触
れ
て
調
べ
ま
す
。

仰
向
け
の
状
態
で
「
の
ど
ぼ
と
け
」

の
や
や
下
の
部
分
に
触
れ
る
と
脈
が

感
じ
ら
れ
ま
す
。

　
脈
が
な
い
と
き
は
、
す
ぐ
に
心
臓

マ
ッ
サ
ー
ジ
を
し
ま
す
。
圧
迫
す
る

位
置
は
、
剣
状
突
起
と
肋
骨
縁
で
で

s♪』σ1

　ド／・》｝畷詞．
」ビ1掠

　’臼ト交輪

き
る
切
痕
（
く
ぼ
み
部
）
の
指
一
本

分
く
ら
い
頭
側
の
部
分
で
す
。
こ
の

位
置
に
手
の
付
け
根
を
置
き
、
そ
の

上
に
も
う
一
方
の
手
を
重
ね
、
胸
骨

を
三
・
五
～
五
セ
ン
チ
押
し
下
げ
ま

す
。
こ
れ
を
一
分
間
に
八
十
～
百
回

の
ぺ
ー
ス
で
繰
り
返
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
図
W
参
照
）

　　　　▼肋骨縁に

⑥肋骨人差し指と
　　　中指を当て，

　　　そのまま肋

　　　骨に沿って
　　　中央に移動

ジ　　　　し、人差し　　　指が切痕に

叉　　　達したらそ
　　　のまま中指
　　　が切痕に達

　　　するまで指

　　　を進め、人
⑦　　差し指の置

圧　　かれた胸骨

迫　　の頭側が圧
部　　　迫する位置

位　　です。

⑤指1本の問隔

　　　　　　つ／

痕
k
＼＼〃膓／

③圧迫部位の④動
　　　　下限

〔図四〕

　
呼
吸
も
な
く
、
脈
も
感
じ
ら
れ
な

い
と
き
は
、
人
工
呼
吸
と
マ
ッ
サ
ー

ジ
を
併
せ
て
行
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
心
肺
蘇
生
法
）

　
救
助
者
が
一
人
の
場
合
は
、
二
回

の
人
工
呼
吸
と
十
五
回
の
心
臓
マ
ッ

サ
ー
ジ
を
繰
り
返
し
ま
す
。
二
人
の

場
合
は
、
人
工
呼
吸
一
回
（
最
初
は

二
回
）
、
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
五
回
の
割

合
で
連
携
し
て
行
い
ま
す
。

　
応
急
手
当
の
基
礎
を
ご
紹
介
し
ま

し
た
。
応
急
手
当
は
、
け
が
人
や
病

人
の
状
態
に
応
じ
て
行
い
ま
す
。
十

日
町
地
域
消
防
本
部
で
も
救
急
法
の

講
習
会
な
ど
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

イ
ザ
と
い
う
と
き
は
、
正
し
い
知
識

と
技
術
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
講
習

会
に
は
ぜ
ひ
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

太陽光発電システムセ

　　設置す3方は

公的補助が受けられます

　
二
酸
化
炭
素
な
ど
の
温
室
効
果
ガ

ス
を
排
出
し
な
い
ク
リ
ー
ン
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
「
太
陽
光
発
電
」
が
今
、
非

常
に
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
住

宅
な
ど
に
設
置
す
る
場
合
、
国
で
は

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
財
団
を
通
じ
て
補
助

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
補
助
額
は
、
設
置
時
点
で
は
設
置

費
の
約
％
で
す
が
、
そ
の
後
、
発
電

し
た
電
気
を
電
力
会
社
に
売
る
こ
と

に
よ
り
、
通
常
の
家
庭
で
は
累
計
で

設
置
費
の
％
程
度
の
収
入
を
得
る
こ

）
歯
の
圃
⑭

Q
　
一
歳
の
子
ど
も
が
い
ま
す
が
、

最
近
ミ
ル
ク
の
代
わ
り
に
ジ
ュ
ー
ス

を
好
ん
で
飲
み
ま
す
。
む
し
歯
に
な

ら
な
い
よ
う
に
何
か
気
を
つ
け
る
こ

と
が
あ
っ
た
ら
教
え
て
く
だ
さ
い
。

A
　
乳
幼
児
の
歯
み
が
き
は
、
最
近

は
ほ
と
ん
ど
の
お
母
さ
ん
が
実
行
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
子
ど
も
の

む
し
歯
は
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
そ
の

原
因
は
ほ
と
ん
ど
、
子
ど
も
の
食
生

活
、
食
習
慣
に
関
係
し
て
い
る
よ
う

で
す
．

　
歯
科
医
院
で
も
、
む
し
歯
の
治
療

に
や
っ
て
来
る
一
歳
前
後
の
患
者
さ

ん
が
い
ま
す
。
そ
れ
も
前
歯
が
溶
け

た
状
態
に
な
っ
て
い
る
場
合
が
多
い

の
で
す
。
そ
の
原
因
は
、
早
く
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
と
か
で
き
ま
す
．

甘
い
お
や
つ
を
食
べ
て
い
る
こ
と
や

離
乳
時
期
の
飲
み
物
に
あ
り
ま
す
。

睡
眠
前
、
ミ
ル
ク
の
代
わ
り
に
果
汁

飲
料
や
牛
乳
を
ほ
乳
び
ん
に
入
れ
て

飲
ま
せ
、
ほ
乳
び
ん
を
加
え
た
ま
ま

寝
か
せ
て
し
ま
う
の
も
そ
の
一
つ
．

ま
た
、
最
近
の
健
康
ブ
ー
ム
の
影
響

で
、
ほ
乳
び
ん
の
中
身
が
栄
養
ド
リ

ン
ク
や
健
康
飲
料
に
な
る
ケ
ー
ス
も

増
え
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
の
味
覚
は
、
三
歳
頃
ま
で

に
完
成
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

特
に
、
甘
み
は
他
の
も
の
よ
り
な
じ

み
や
す
く
、
習
慣
に
な
り
や
す
い
と

い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ま

り
早
い
時
期
か
ら
人
工
甘
味
食
品
や

甘
み
の
強
い
食
品
を
与
え
る
の
は
や

め
、
離
乳
時
期
に
は
自
然
の
味
を
覚

え
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
　
　
　
　
新
潟
県
歯
科
医
師
会

　
申
込
み
の
受
付
は
先
着
順
で
す
。

あ
な
た
も
、
こ
の
チ
ャ
ン
ス
を
上
手

に
活
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
募
集
期
限
　
平
成
n
年
3
月
m
日

■
応
募
資
格
　
住
宅
（
店
舗
併
用
、

そ
の
他
の
居
住
に
供
す
る
建
築
物
を

含
む
）
に
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を

設
置
す
る
方
で
、
応
募
申
し
込
み
を

受
理
し
た
日
か
ら
2
カ
月
以
内
に
着

工
で
き
、
新
築
で
着
工
か
ら
6
カ
月

以
内
、
既
築
で
着
工
か
ら
3
カ
月
以

内
に
工
事
を
完
了
で
き
る
方

■応募方法等のお問い合わせ

〒102－8555　千代田区紀尾井町

　3番6号（財噺エネルギー財団

　導入促進本部　太陽光発電部

　圃03－5275－9823　　圃5275－9831
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9月は
障害者雇用促進月間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
コ

者
害
灘
と
．
、
　
害
よ
、
お
　
　
、
　
　
前
　
　
　
お
。
一
い
6
　

』
安
承
鼠

を
め
す
…
の
い
で
た
し
ご
　
　
　
0
ヲ
　
～
ト
の
る
前
絡
　
　
進
鞍
画
～

月
憲
進
様
、
饗
越
る
ま
と
　
　
　

ゆ
ど
会
0
0
一
灘
よ
轟
連
麗
4
8
促
舎
絵
日

懸
泣
促
皆
し
上
玄
し
加
　
進
ツ
垂
0
店
明
露
艶
生
峰
、
で
釦
罎
用
庁
の
ー

、
」
層
の
鴇
ク
進
画
参
　
促
一
蝋
越
説
四
イ
業
墾
は
ま
餅
臥
雇
同
者
月
｛

は
闇
一
般
願
一
促
計
爾
。
用
ぺ
㈹
圭
人
㈲
ハ
事
式
者
越
老
書
者
合
害
9

で
月
を
…
一
お
ワ
を
を
様
す
雇
ン
日
コ
求
国
鋤
と
方
望
上
茄
5
5
害
方
障

省
進
．
用
会
を
一
用
事
皆
ま
者
ヤ
ー
ス
者
7
テ
者
い
稀
タ
0
2
麗
障
地
腱
間

働
促
雇
社
カ
ロ
雇
行
の
し
害
キ
月
ヤ
害
月
ホ
害
舎
加
一
懸
圃
一
一
越
）
期

労
用
の
繋
協
ハ
の
な
数
い
障
頭
9
夢
障
1
0
㈱
障
見
参
ワ
　
　
ミ
上
・
所
恭

　
薩
者
広
ご
　
者
う
多
願
■
街
・
・
■
◎
◎
・
　
・
　
　
　
馴
　
定
展

　
　
麟
、
灘
購
禦
　
　
国
道
、
県
道
、
町
道
の

　
　
　
、
　
　
’
　
、
灘

　
　
　
灘
灘
灘
　
　
障
害
木
を
伐
採
し
て
く
だ
さ
い

　
．
、
羅
劇
．
・
．
纒
．
．
樵
．
難
　
　
　
近
年
、
交
通
量
の
増
大
に
と
も
な
　
　
　
の
除
雪
車
の
通
行
に
困
難
を
き
た
し

　
　
　
　
　
堀
　
　
　
い
、
障
害
と
な
る
立
木
で
の
事
故
が
　
　
　
て
い
る
場
合
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
．

冤
　
鰯
多
鷺
y
が
折
れ
て
車
爾
縫
凌
慧
騎

　
、
協
一
　
臓
　
　
麟
　
　
　
上
に
落
下
、
枝
に
付
着
し
た
雪
が
落
　
　
　
払
う
な
ど
し
て
交
通
の
妨
げ
に
な
ら

　
　
伽
　
　
・
『
．
』
ー
　
　
　
下
し
て
人
に
当
た
っ
た
な
ど
で
す
。
　
　
　
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

　
七
月
二
十
一
日
、
蒲
生
さ
く
ら
や

室
岡
庚
一
郎
さ
ん
か
ら
写
真
の
よ
う

な
ナ
ス
が
届
き
ま
し
た
。

　
こ
の
ナ
ス
は
、
一
本
の
茎
に
三
個

の
実
が
な
っ
た
も
の
で
す
が
、
真
ん

中
の
も
の
は
十
数
個
が
、
端
の
一
つ

は
五
～
六
個
が
く
っ
つ
い
た
と
思
わ

れ
る
奇
妙
な
も
の
で
し
た
。
実
の
つ

け
根
の
茎
は
、
幅
五
独
．
の
扁
平
な
帯

本
φ
ナ
ス
か
ら
・
・
…
・

状
を
し
て
い
ま
す
。

　
ヤ
マ
ユ
リ
の
多
花
に
つ
い
て
は
、

平
成
八
年
に
滝
沢
で
話
題
に
な
っ
た

他
、
町
内
各
地
で
確
認
さ
れ
、
新
潟

日
報
で
も
最
近
報
道
さ
れ
ま
し
た
が
、

こ
の
ユ
リ
も
茎
が
帯
状
、
今
回
の
ナ

ス
と
共
通
し
て
い
ま
す
。
同
紙
か
ら

の
引
用
で
す
が
、
県
園
芸
研
究
セ
ン

タ
ー
に
よ
る
と
「
茎
が
帯
状
に
な
る

の
は
、
帯
化
と
い
っ
て
栽
培
を
繰
り

返
し
た
大
き
い
球
根
に
起
き
や
す
い

現
象
」
と
の
こ
と
で
す
。

慧鱗

・・マン24inまっだし、　　　凝　　競技者に限る．（男女不問）
r24時間耐久リレーマラソン、　　灘

　　　圃02559（7）3134
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ご存じですか

「たばこ税」

　町税は、町民税や固定資産税な

どの直接税と、たばこ税、入湯税

の間接税で構成されています。

　たばこ税は、卸売業者等が小売

業者に製造たばこを売ン）渡す時に

課税されます。この税率は1，000本

につき2，434円。旧三級品の紙巻た

ばこ（ゴールデンバット、しんせ

い、わかば等）は1，155円となって

います。

　平成9年度の町たばこ税は、

16，063千円で町税の5．5％を占め、

大きな財源となっています。

　町民一人当た｝）に換算すると

3，544円、世帯当た『）で11，100円に

な｝）ます。

　このような現状をご理解いただ

き、「お出かけの際のたばこ」は町

内でお買い求めいただくようよろ

しくお願いします。

　なお、松代町では昨年10月から

「ポイ捨て防止条例」が施行されて

います。『たばこのポイ捨て』は絶

対にやめましょう。

町たばこ税の推移

灘靹＝．灘 　　　　A羅　　額　i

平成3年度 14，301千円

4年度 13，872千円

5年度 14，209千円

6年度 14，886千円

7年度 13，970千円

8年度 14，164千円

9年度 16，063千円

【日時】8月15日（土）～17日（月）

　　　午前9時～午後6時
　　　　　（最終日は午後5時）

【場所】　ふるさと会館　2階

【入場料】無料

【主催】書作展実行委員会

【後援】

県書道協会、町文化協会ほか

県
農
村
ア
メ
ニ
テ
ィ
コ
ン
ク
U
ル
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
犬
伏
集
落
　
優
秀
賞
受
賞

　
こ
の
ほ
ど
、
「
平
成
十
年
度
新
潟
県

農
村
ア
メ
ニ
テ
ィ
コ
ン
ク
ー
ル
」
が

開
催
さ
れ
、
松
代
町
が
推
薦
し
た
犬

伏
集
落
（
小
嶋
一
榮
区
長
）
が
見
事
、

優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
昭
和
六
十

一
年
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、

居
住
快
適
性
に
配
慮
し
た
農
村
整
備

を
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
地
区
を
表

彰
す
る
も
の
で
す
。

　
明
る
く
元
気
な
村
づ
く
り
を
目
指

す
同
集
落
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
松
苧

神
社
と
鯉
の
ぼ
り
の
泳
ぐ
里
」
。
国
の

重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
松
苧
神

▲8月17日の前夜祭には、

　裸祭りとともに花火が打

　ち上げられます。

社
を
地
域
の
核
と
し
、
祭
り
や
太
鼓

な
ど
の
伝
統
芸
能
を
継
承
し
な
が
ら

イ
ベ
ン
ト
や
環
境
整
備
、
文
化
活
動

な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
集
落
内
に
は
各
年
代
層
に
七
つ
の

グ
ル
ー
プ
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
得
意

な
分
野
で
個
人
の
特
技
を
生
か
し
、

自
発
的
に
ま
た
連
携
し
あ
い
な
が
ら

活
動
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
の
一
つ

「
け
や
き
の
会
」
は
、
地
区
の
牽
引

的
な
存
在
。
様
々
な
行
事
の
中
心
と

な
っ
て
活
動
し
、
平
成
元
年
に
は
新

潟
県
自
治
活
動
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
平
成
六
年
度
に
採
択
を
受

け
た
農
村
ア
メ
ニ
テ
ィ
モ
デ
ル
育
成

支
援
事
業
を
契
機
に
し
て
、
花
壇
・

　
　
　
　
　
　
鰹
．
趨

は
行
を
　
灘
罫
、
、

」
伝
い
　
灘
、
榔
騨
・
．
婁
響
　
誘

り
　
、
思
　
　
　
　
傍

詣
し
の

ッ
店
山
　
　
タ

七
出
登
。
　
　
§
ー

「
が
初
す
　
藷

の
会
　
。
ま

日
の
役
め

8
き
　
一
深

月
や
に
層

5
け
事
　
一

▼掲
示
板
な
ど
施
設
の
整
備
や
太
鼓
、

コ
ピ
ー
機
、
集
落
シ
ン
ボ
ル
塔
な
ど

の
器
材
を
充
実
さ
せ
、
そ
れ
ぞ
れ
の

活
動
を
側
面
か
ら
支
援
す
る
の
に
役

立
っ
て
い
ま
す
。

　
集
落
全
体
で
何
事
に
も
積
極
的
に

取
り
組
む
姿
勢
が
、
離
村
や
人
口
減

に
歯
止
め
を
か
け
て
い
ま
す
。
平
成

二
年
と
八
年
を
比
較
す
る
と
、
総
人

口
は
二
人
増
、
農
家
戸
数
は
一
戸
減

で
す
が
、
農
家
人
口
や
世
帯
数
に
は

変
化
が
見
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
八
月
十
八
日
は
五
月
八
日
と
並
ぶ

松
苧
神
社
の
祭
礼
で
す
。
前
夜
祭
に

は
花
火
も
打
ち
上
げ
ら
れ
、
下
帯
一

つ
の
若
者
が
神
輿
を
担
ぎ
な
が
ら
練

り
歩
く
勇
壮
な
「
裸
祭
り
」
も
開
催

さ
れ
ま
す
。

　
五
月
と
八
月
は
集
落
総
出
で
参
道

の
整
備
や
祭
り
の
準
備
に
忙
し
い
日

を
送
り
ま
す
が
、
二
月
は
松
苧
神
社

の
雪
掘
り
を
半
日
が
か
り
歩
い
た
後

に
行
い
ま
す
。
町
の
財
産
「
松
苧
神

社
」
を
守
る
使
命
感
が
、
ご
く
あ
た

り
前
の
活
動
と
し
て
地
域
の
人
々
に

受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。
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塁

O

”
松
代
へ
汽
車
を
通
そ
う
！
”
と
い

う
構
想
は
い
つ
の
こ
と
だ
っ
た
で
せ

う
か
。
当
時
は
夢
の
ま
た
夢
、
幻
の

よ
う
な
話
で
し
た
。
そ
の
夢
が
現
実

と
な
り
都
心
か
ら
日
帰
り
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
。
こ
の
喜
び
は
鉄
道
建

設
に
努
力
さ
れ
た
先
達
の
苦
労
を
忘

れ
て
は
乗
れ
ま
せ
ん
。

　
ほ
く
ほ
く
線
と
共
に
高
速
道
路
が

整
備
さ
れ
、
東
京
か
ら
三
時
間
余
り

で
結
ば
れ
ま
し
た
。
松
代
城
の
築
城

や
町
を
一
望
で
き
る
芝
峠
温
泉
の
建

設
、
水
上
公
園
や
ス
キ
ー
場
と
着
々

と
整
備
さ
れ
、
家
並
み
は
雪
中
対
策

と
し
て
自
然
落
下
型
や
屋
上
消
雪
型

等
に
改
修
さ
れ
大
き
く
様
変
わ
り
．

道
路
は
冬
も
車
が
止
ま
ら
な
い
無
雪

道
路
、
下
山
の
里
に
は
超
高
架
橋
が

建
設
さ
れ
る
な
ど
、
す
っ
か
り
夢
の

里
に
生
ま
れ
変
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

想
い
出
の
ふ
る
里

宮

睾侮り
’

栄
次
郎

千
葉
県
野
田
市
在
住

　
思
え
ば
二
十
六
年
前
の
十
一
月
末
、

中
二
を
頭
に
小
五
、
五
歳
と
三
人
の

子
ど
も
と
母
の
六
人
家
族
で
、
当
地

野
田
市
へ
出
て
き
ま
し
た
。
当
時
は

高
速
道
路
も
な
く
十
二
時
間
も
か
か

り
ま
し
た
。
そ
の
娘
た
ち
も
両
親
の

い
る
家
庭
に
縁
付
き
、
今
で
は
外
孫

三
人
、
息
子
も
結
婚
し
て
同
居
で
内

孫
が
三
人
、
母
も
健
在
で
八
人
家
族

が
賑
や
か
に
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

　
六
月
十
日
、
存
志
の
厚
意
で
芝
峠

温
泉
の
同
級
会
に
招
か
れ
ま
し
た
。

八
年
ぶ
り
の
再
会
で
、
ど
な
た
も
健

　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　聯　8　　　　　　　　　　　　　一　β　　　　　　　　　　　　　一　9　　　　　　　　　　　　暫　9　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　曜　’　　　　　　　　　　　一　■　　　　　　　　　　　一　9　　　　　　　　　　層　■　　　　　　　　　　一　■　　　　　　　　　層　’　　　　　　　　　昴　9　　　　　　　　　騨　’　　　　　　　　一　■　　　　　　　　一　ρ　　　　　　　一　」　　　　　　　8　8　　　　　　－　8　　　　　　－　8　　　　　　一　’　　　　　O　r　　　　　－　9　　　　－　9　　　　一　β　　　　一　9　　　－　9　　　曹　9　　一　『　　層　　層　　層　’　一　8一　■一　β
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下
山
・
つ
つ
み
出
身

在
そ
の
も
の
。
太
り
過
ぎ
も
痩
せ
過

ぎ
も
い
ま
せ
ん
。
私
た
ち
の
年
代
は

食
生
活
の
せ
い
で
し
よ
う
か
、
あ
ま

り
変
わ
っ
た
体
型
の
人
は
い
ま
せ
ん

ネ
。
十
五
～
六
時
間
の
対
話
の
中
で
、

中
学
を
卒
業
し
て
か
ら
二
十
五
、
六

年
間
の
様
々
な
話
に
花
が
咲
き
ま
し

た
。
中
で
も
こ
の
温
泉
施
設
の
整
備

に
当
た
っ
て
用
地
買
収
で
不
在
の
地

権
者
を
尋
ね
て
お
願
い
し
て
回
っ
た

話
や
、
温
泉
の
権
利
者
に
掘
削
を
お

願
い
し
た
話
、
町
営
分
譲
地
開
発
に

ま
つ
わ
る
苦
労
話
な
ど
当
時
の
町
の

課
長
た
ち
の
話
は
つ
き
ま
せ
ん
。
気

が
つ
く
と
も
う
お
別
れ
の
時
間
。
三

歳
の
孫
娘
に
「
シ
バ
ト
ー
オ
ン
セ
ン

（
湯
花
）
買
っ
て
き
て
」
と
頼
ま
れ
て

い
ま
し
た
が
、
こ
こ
に
は
な
く
湯
沢

や
水
上
、
猿
ヶ
京
温
泉
の
サ
ー
ビ
ス

エ
リ
ア
を
回
り
ま
し
た
が
、
ど
こ
に

も
な
く
て
春
日
部
の
「
ゆ
の
郷
」
で

買
っ
て
帰
り
ま
し
た
。
孫
娘
は
、
一

歳
に
満
た
な
い
弟
が
ア
ト
ピ
ー
で
顔

や
体
を
カ
キ
ム
シ
リ
皮
膚
が
真
っ
赤

に
な
つ
て
、
医
者
か
ら
湯
花
に
よ
る

治
療
を
勧
め
ら
れ
て
や
っ
て
い
る
の

を
思
い
出
し
た
ん
で
し
ょ
う
。

　
昨
年
八
月
、
祖
父
母
の
五
〇
回
忌

で
菩
提
寺
長
命
寺
様
で
法
要
を
お
願

い
し
、
娘
夫
妻
と
子
ど
も
八
人
で
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。
二
十
七
年
前

の
思
い
出
を
胸
に
秘
め
て
行
っ
た
娘

た
ち
は
、
大
き
く
様
変
わ
り
し
た
ふ

る
里
を
目
に
し
て
さ
ぞ
驚
い
た
こ
と

　
　
　
　
O

で
し
よ
う
　
「
ま
た
、
ゆ
っ
く
り
来
た

い
ね
」
と
い
う
囁
き
を
耳
に
し
て
目

頭
が
熱
く
な
る
思
い
で
し
た
。

　
松
代
町
も
ゴ
ミ
分
別
事
業
が
な
さ

れ
て
い
て
感
動
い
た
し
ま
し
た
。
単

管
パ
イ
プ
で
底
上
げ
し
、
網
で
囲
わ

れ
た
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
立
派
な
も
の

で
し
た
。
私
も
当
地
へ
来
て
二
十
四

年
間
、
ゴ
ミ
問
題
で
行
政
と
市
民
の

パ
イ
プ
役
と
し
て
飛
び
回
っ
て
お
り

興
味
深
く
拝
見
し
ま
し
た
。

　
多
く
の
松
代
出
身
者
が
帰
郷
さ
れ

オ
ト
ギ
の
国
を
実
感
さ
れ
た
こ
と
で

し
ょ
う
。
こ
れ
ま
で
の
町
の
皆
様
方

の
な
み
な
み
な
ら
ぬ
ご
努
力
と
実
践

に
対
し
心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　
将
来
は
、
町
営
の
分
譲
地
に
家
を

建
て
、
越
後
ま
つ
だ
い
名
産
の
コ
シ

ヒ
カ
リ
に
山
菜
料
理
、
そ
し
て
山
菜

そ
ば
、
そ
れ
に
野
田
醤
油
で
味
合
わ

せ
し
て
い
た
だ
き
、
森
林
浴
に
温
泉

浴
と
郷
里
の
皆
様
方
と
人
生
一
路
、

つ
き
ぬ
話
題
を
は
ず
ま
せ
な
が
ら
、

お
つ
き
合
い
が
で
き
た
ら
と
念
じ
て

お
り
ま
す
。

　　　於県人会館（18：00～）

　①会報8号発行の件

　②平成11年度事業計画検討

　③会費納入者数の最終確認

10／4　横浜市内遊覧バスツアー

　①クルーザーで横浜港内周遊

②ランドマークタワーから横

　　浜市街を展望

　③中華街にて昼食

　④会費　10，000円

　実行委員長は片山徳重さん

　奮045－501－5984　多数の皆さ

　んの参加をお待ちしています。

《ひろば》

8／18～28表参道・新潟館ネス

　パスで「サッカーW杯フラン

　ス大会写真展」を開催します。

　詳細は、渋谷区神宮前4－11－7

　　　新潟館ネスパス

　　　　　　盈03－5771－7711

8／1～10／18「にいがた緑のも

　のがたり’98」開催

　会場・新潟県立鳥屋野潟

　　　　　　　公園（45ha）

　　　・新津市　県立植物園

　　　　　　　　　　（20ha）

　詳細は、新潟館ネスパスヘ

《趣味の会》

　東京奴奈川会に「囲碁と将棋

の会」発足　連絡先は、

　　米持新吉　奮0473－83－1831

9／8　ゴルフ（松代会単独事業）

　大宮ゴルフコース（3，000円）

　　鈴木彦平　盈0492－43－0981
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殴
．
　
一

　
　
　
　
　
　
　
鼠
碑

封
湘
鞭
辮
野

　
　
し
ぶ
み
句
会

放
牧
の
牛
悠
々
と
夏
の
雲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
千
代

七
月
の
雲
あ
わ
た
だ
し
国
境

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
花

遠
く
よ
り
郭
公
鳴
い
て
雨
あ
が
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紅
　
茶

大
夏
炉
棒
造
り
に
歴
史
見
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
辰
　
風

裏
山
の
稲
荷
の
祠
落
し
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
千
登
世

　
　
　
ゆ

露
天
温
泉
の
棚
越
し
に
見
ゆ
七
変
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淡
　
水

休
耕
の
棚
田
を
生
か
し
て
菖
蒲
園

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
し
子

遠
山
の
頂
き
か
く
す
雲
の
峰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
ろ
し

洗
ひ
場
へ
続
く
石
垣
雪
の
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
枯
　
水

久
々
の
吟
行
う
れ
し
額
の
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
　
鳴

山
水
を
集
め
青
田
に
引
き
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
静
風

石
垣
を
よ
り
引
き
立
て
て
濃
紫
陽
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昌
　
弘

夏
め
き
ぬ
妻
の
水
玉
ワ
ン
ピ
ー
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
有
　
正

　
　
蒲
生
句
会

日
め
く
り
も
半
分
過
ぎ
て
半
夏
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
泥
　
水

十
薬
の
群
れ
て
せ
ば
ま
る
山
路
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
　
　
日

ぎ
い
と
鳴
く
蛙
く
わ
え
た
蛇
の
口

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鐵
　
堂

笠
紐
に
汗
の
し
た
た
る
田
草
取
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕
　
人

天
水
田
何
時
ま
で
続
く
梅
雨
出
水

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
折
　
人

萱
葺
家
昔
が
見
え
て
岩
清
水

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
翔
　
山

　
　
　
　
ひ
な

鍵
い
ら
ぬ
鄙
の
暮
し
や
夜
干
梅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕
　
山

木
苺
の
蔓
引
い
て
海
か
が
や
か
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
龍
峰

　
　
短
　
　
　
　
歌

　
　
　
　
　
　
　
　
さ
み
だ
れ

山
も
湖
も
一
色
と
な
り
五
月
雨
に
か
す

む
十
和
田
湖
を
船
で
め
ぐ
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
山
祖
道

　
　
　
　
　
　
　
　
む
し

引
き
抜
こ
か
残
し
て
雀
ろ
か
雑
草
に

混
じ
る
か
ぼ
そ
き
こ
の
ね
じ
花
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
柳
　
　
コ
メ

の
っ
た
り
と
寝
そ
べ
り
犬
は
見
張
り

番
横
切
る
吾
を
目
で
追
っ
て
く
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
川
辰
雄

月
見
草
咲
く
外
灯
の
下
を
抜
け
蛍
を

見
ん
と
暗
が
り
に
入
る

天
水
田
　
子
供
の
頃
の
ま
ま
今
も

　
　
　
　
　
　
　
た

草
の
刈
ら
れ
て
夏
長
け
む
と
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
石
　
　
念

謙…i………・・1，……1…＝……………i…：：…・……i轍

8辮・髭
＆

霧
与
、
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．
働
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ロ

鵤
　
ド
鰯
馨
．

”

κ
．
，
禦
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勿
　
｝
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〃
　
・
◎

剛多爺饗
3鳩，

－
高

　
　
　
か
も
　
　
　
　
ミ

！ノ

！
瀬

　
　
　
　
お
ロ

獲縣
％
纏
。

γ
　
　
　
〃
7

　
　
∠
　
－
箔

7　
　
∠
　
Z

　
彫　
　
　
7

■

．
／
二
　
％

．
継
膨
、
四

　
　
　
　
　
　
涛

＠
蓮
羅
微
誕

麺
弼
　
　
㌘

　
　
　
　
　
べ
⑥
“
’
‘

　
　
　
　
　
◎
。
レ
盤

饗
・
欝
、

繕
騰
戯
、

　
闇
幽
鮪
籔
劇
繍
謎
曇

　
　
舞
難
壌
の
『

　
　
　
　
　
驚
憲
欝
簗
惹

　
春
花
壇
の
主
役
で
あ
る
パ
ン
ジ
ー

（
サ
ン
シ
キ
ス
ミ
レ
）
や
な
で
し
こ
。

　
ま
た
、
冬
の
室
内
を
飾
る
鉢
花
プ

リ
ム
ラ
（
サ
ク
ラ
ソ
ウ
）
の
種
子
蒔

き
は
八
月
二
十
日
こ
ろ
が
適
期
で
す
。

　
九
月
に
な
る
と
低
温
に
な
り
発
芽

が
悪
く
な
り
ま
す
。
箱
蒔
き
が
よ
く

用
土
は
、
新
し
い
赤
土
に
腐
葉
土
ま

た
は
細
か
い
堆
肥
を
三
十
％
く
ら
い

混
合
し
ま
す
。
パ
ン
ジ
i
、
プ
リ
ム

ラ
は
覆
土
せ
ず
、
な
で
し
こ
は
種
子

が
隠
れ
る
程
度
の
覆
土
を
し
ま
す
。

　
雨
に
遭
わ
せ
ず
、
土
の
表
面
が
乾

い
た
ら
水
を
や
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
次
回
に
続
く
）

鞠

圏
　
　
　
　
出
題
　
名
人
　
武
宮
正
樹

　
　
黒
先
白
死
・
5
手
ま
で

　
●
ヒ
ン
ト
…
手
順
に
注
意
。

　
　
3
分
で
二
級
、
1
分
以
内
で
有
段

　
　
者
。

Q冬軍）儲4茸コ胆士（∂9コ日冬η（∂1

蓄手日澱⑦G工約畔ε21蓄。．鎌
取マり」9蕾⊥將へ2圃1佳q「玉き阜⑦
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　　　　曇く
おつ・，

O
、

　
O 　　　灘うや

村山雄也ち。ん

　　4　歳
松代・東部タクシー

　　　か　な
武田佳奈ち・ん

　　5　歳
千年・みちざかい

　　海上保安大学校

　　　学校学生募集

【受付期問】

　学校　　8月17日～8月31日

　大学校　8月27日～9月8日
【受験資格】

　昭和50年4月2日以降（大学

校は昭和53年4月2日以降）に

生まれた方で、高等学校を卒業

した方及び平成11年3月に卒業

見込の方。高等専門学校第3学

年の課程を修了した方及び平成

11年3月に修了見込みの方。

　または、同等の資格があると

認められた方。

【採用予定数】

学校　船舶運用システム約60名

　　情報システム　　約30名

　　海洋科学　　　　約10名
大学校　　　　　　　　　約45名

【給与】　学生採用当初から給

与が支払われるほか、扶養・期

末・勤勉などの諸手当支給。

【問い合わせ先】〒942－0011

　上越市港町1丁目1120
　　直江津航路標識事務所

　　　　　　暦0255－43－4210

　蒙騰鑛製灘饗福雛翻灘灘

　　灘搬羅魏幡．

　高齢者や身障者の方の相続、

遺言、贈与、資金の回収、債務

の弁済、介護、福祉に関わる問

題について法律的なアドバイス

をいたします。

《日　時》9月13日（日）

　　　　午前10時～午後4時
《相談料》　無料

　智025－228－1850（当日限『））

《お問い合わせ》

　　新潟県司法書士会

　　　　　　盈025－228－1589

誘騰鞭鯉聾
　8月1日～10月18日開催

　新潟県立植物園
　（新津会場）愛称募集

　第15回全国都市緑化にいがた

フェアの新津会場となる「新潟

県立植物園」の愛称を募集しま

す。呼びやすく、親しみやすい

名前をつけてください。

【応募期限】8月31日当日必着

【応募規定】はがき一枚につき

愛称1点と住所・氏名・年齢・

性別・職業（学校名・学年）、電

話番号及び愛称の由来を明記し、

郵送または持参願います。緑化

フェア新潟会場、新津会場に応

募用紙と応募箱も用意していま
す。

【賞】それぞれに賞状・賞品と・

最優秀賞……賞金5万円　1点

佳　　作……賞金2万円　3点
【応募先・問い合わせ先】

〒956－0845新津市金津186

新潟県立植物園盈0250－24－6465

心の悩みを打ち明けて1

女性被害相談

　新潟県警察では、性犯罪の被

害相談や性的いやがらせなどで

お困りの女性のための相談専用

電話「女性被害110番」を設置し

ています。電話番号は、

盈　025－281－7890

　この専用電話は、土・日曜・

祝日を除く午前8時30分から午

後5時15分まで受け付けます。

　また、専門の女性警察官が応

対し、秘密は厳守します。お気

軽にご相談ください。

　下水道配水設備’

　　工事責任技術者

認定試験及び受験講習会

【受付期間】9月7日～18日

【受付場所】松代町役場建設課

【受験講習】

　11月6日㈹　上越商工会館
【認定試験】

　11月15日（日）

　　　　　上越職訓センター
【言羊しく‘ま】

　建設課下水道係　盈7－2220

国圏回圏回
＝・標語懸賞募集二

　魅力あるまちづく『）を進め、

愛着と誇｝）のもてるまちを創っ

ていくための合言葉を考えてみ

ましょう。

【募集期問】

　平成10年12月31日休）

　　　　　　（当日消印有効）

【送り先】

〒102－0094東京都千代田区

紀尾井町3－32㈲都市計画協会内

　まちづくり月間実行委員会

　　　　　　　　標語募集係

　　　　　費　　03－3262－3491

【賞】一般の部と中学生以下の

　児童・生徒の部で選びます。

＜一般の部＞それぞれに賞状と

　特選一副賞5万円　1点
　準特選一副賞3万円　　1点

　入　選一副賞1万円　　若干

＜一般の部＞それぞれに賞状と

　特選一図書券3万円1点
　準特選一図書券1万円　1点

　入　選一図書券5千円　若干

【発表】平成11年5月

【表彰】平成11年6月

【応募上の注意】

①ハガキに限る。1枚につき、

　作品は1点限り。複数応募可

②住所・電話番号・氏名・年齢・

　性別・職業（学校名・学年）

　応募部門を必ず明記のこと。

③受賞作品の著作権は、まちづ

　くり月間実行委員会に帰属し

　ます。
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県立上越テウノスウール

　　平成H年度生募集

　あなたもテクノスクールで、

専門的職業能力を身につけませ

んか。詳しくは、テクノスクー

ル募集係までお問い合わせを。

【募集科】（高卒者対象）

　・自動車整備科　・メカトロ

　　ニクス科　・O　A事務科

　・ホテルビジネス科
【推薦選考】

　①受付　9月1日～9月14日
②試験日　9月25日㈲

【一般選考】

　①受付　10月2日～10月16日

②試験日　10月30日㈲

【お問い合わせ】

　奮0255－45－2190　募集係

【内科】

平日　毎日　午前（8：30～12：00）

月・水・金午後（14：00～17：00）

【整形外科】

　　毎週月曜日は午後

　　毎週木曜日は午前
【泌尿器科】

　　隔週木曜日の午後

　　［7月2・16・30日、

　　　8月14・28日

　　以後1週間おきの予定］
（診察ご希望の方は、

　　病院に電話してください）

※上記の診察時間外（休日・夜

　間等）でも、急に具合が悪く

　なった時は、遠慮なく病院へ

　電話してみてください。

　病院には当直の医師が1年を

　通じて常駐しています。

　　県立松代病院　奮7－2100

15

　社会福祉法人皿

　　妻有福祉会
　　　　　職員募集します

【募集職種・人員】

・作業指導員　　1名

・寮父母　　　若干名

【受験資格】

作業指導員　昭和38年4月2日

　以降生まれの作業療法士の国

　家資格を有する方

　（取得見込者を含む）

寮父母　昭和33年4月2日以降

　生まれの高等学校卒業程度の

　学力を有する方

　（卒業見込者を含む）

※各職種とも十日町広域行政圏

　に在住またはその出身者で通

　勤可能な方

【受験申し込みに必要な書類】

囹職員採用試験申込書（役場住

　民課社会福祉係、養護老人ホー

　ム妻有荘、精神障害者入所授

　産施設エンゼル妻有にありま

　す）

囹卒業証書の写しまたは卒業証

　明書、卒業見込書

囹免許、資格を有する証明書の

　写し、または自動車運転普通

　免許取得計画書

囹返信用封筒に80円切手を貼り

　申し込み者の住所氏名を記入

　したもの
【第一次試験】10月4日（日）

午前9時30分～（受付9時～）

場所　十日町市塚原町　精神障

害者入所授産施設エンゼル妻有

試験内容　一般教養・適性検査

※2次試験の詳細は1次試験合
　格者に別途通知します。

【申込書受付期間】

　8月20日㈲～9月17日休）

　午前9時～午後5時（土曜、

日曜、祝日は除く）郵送の場合

は9月17日㈲の消印有効
【申込・問い合わせ先】

〒949－8525　十日町市大字新宮乙

　195番地3　社会福祉法人

　妻有福祉会　盈0257－58－2050

〒948－OO54　十日町市大字高山

　1360番地1　精神障害者

　入所授産施設エンゼル妻有

　　　　　盈　　0257－52－OO50

　　　平成H年度採用

　新潟県職員（看護職員）

　　　選考考査受験案内

　新潟県人事委員会と病院局で

は、次のとお聖）県職員（看護職

員）の採用選考考査を行います。

【採用区分・職種等】

・上級　助産婦

・中級　看護婦、看護士

　採用予定人員は全職種あわせ

て50～80人程度の予定ですが、

今後の退職者数などにより増減

する場合があ孕）ます。

【受験資格】

　助産婦、看護婦（士）ともに、

昭和44年4月2日以降に生まれ

た方で、それぞれの免許取得者

か、平成11年に行われる国家試

験によン）免許取得見込みの方。

【考査日時】

・第1次考査　9月27日（日）

　　受付は午前8時30分～9時
・第2次考査　11月中・下旬に

　第1次合格通知で

　　　指定する1日（予定）
考査会場　いずれも新潟県庁

【合格者の発表】

・第1次考査合格者　10月下旬

・最終合格者　12月下旬

【受験申込先】

〒950－8570新潟市新光町4－1

　新潟県庁内　新潟県病院局

総務課職員係　暦025－285－5511

【受験申込方法】

　考査受験申込書に記入のうえ

押印し、受験票、郵便はがきに

必要事項等を明記のうえ、所定

の写真及び50円切手を必ず貼っ

て、病院局総務課職員係に直接

持参するか郵送で提出してくだ

さい。郵送の場合は封筒の表に、

「助産婦（または看護婦、看護士）

受験」と朱書きし、書留等確実

な方法をとってください。

【受付期間及び受付時間】

8月14日㈹～9月3日㈲までの
土曜・日曜を除く午前8時30分

から午後5時まで（郵送の場合

は9月3日の消印有効）

【問い合わせ】　新潟県病院局

総務課職員係　奮025－285－5511

　　　　　（内線3665・3669）
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　男　　2，238人　　（±O人）

　女2，274人（＋3人）
　計　　4，512人　　（＋3人）

世帯数1，442世帯（一2世帯）

　出生2人　　死亡3人
　転入6人　　転出2人
　　　（10年7月末日現在）
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固團鋤圃回
（6月26日～7月25日）

げんきな良い子に（出生）

　　　まさはる
杉山　雅春筏・敬・直美さん

　（男の子・蓬平・おばたけ）
　　　ゆ　か
齋藤　優花㌧・孝・直子さん

　（女の子・松代・下町住宅）
　　　み　　く
山本　未来筏・哲也・和美さん

　（女の子・犬伏・はんべえ）

ご冥福を祈ります（死亡）

秋山　政吉さん　　　　　　67歳

　　　　　　（清水・たなか）

醒
㈱

　
　
M

M屍MQ一

松代

90．47km・

　
花
糖
の
願
椿
　
雪

雄
ナ

の晦
ブ

購の轟

ノジコ

ムササビ

今月の納税
町民税第2期

納期限8月31日（月）

※口座振替の方は27日休）に

振替になります。

も
も
偽
ま
●
＆
q

oo

並
中

判
涛
一
〇
柑
o
o
並
高
皿

（
勘
迦
一
回
謙
訟
）

・
、
謙
⇒
＼
首
冷
潮
薄
蕪
お
談
灘

灘
』
”
濾
㌣
一
昭
N
輩
諦
遍
無
還
鶏
鶉
弥
冷
田
一
「
一
汁
帰
芦
冷
認
認
昧
誉
一

　
　
　
噛
○
謡
昭
（
刈
）
N
認
○
　
問
＞
図
O
N
韻
O
（
刈
）
N
総
①
・
（
刈
）
認
○
○


